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雪処理の手引き

■大人顔負けのばちさばき！

　11月３日の文化の日、弘前文化セン

ター（下白銀町）において、「はじけろ！

みんなのえがお！」をテーマに、子ど

もの祭典が開催されました。

　舞台発表では、高杉保育園の園児に

よる和太鼓演奏や、日本舞踊、ミュー

ジカルなど子どもたちが日ごろの練習

の成果を披露し、会場を沸かせました。



公共交通を考える
　路線バスや鉄道などの公共交通は、高齢者の買い物や通院、高校生の通学などに利用

され、日常生活の大切な交通手段となっています。

　しかしながら、自家用車の普及や少子化などによって利用者が減少し、需要の縮小に

対応するため路線廃止や減便が行われたことで、公共交通の利便性が低下し、さらに利

用者が減少してしまうという悪循環に陥っています。

　そのため、公共交通の維持は、年々難しくなっているのが現状です。

　そこで今回は、地方鉄道の弘南鉄道を題材に、公共交通の現状や必要性などについて、

考えてみましょう。

地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ

公
共
交
通
　
弘
南
鉄
道

　

大
正
15
年
に
産
声
を
あ
げ
た
弘

南
鉄
道
は
、
昭
和
２
年
に
弘
前
〜

尾
上
間
を
開
業
し
、
本
格
的
に
鉄

道
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
以
前
か
ら
、
当
市
は
多
く
の

学
校
を
有
す
る
学
都
で
あ
り
、
市

の
周
辺
か
ら
通
学
す
る
学
生
の
交

通
手
段
と
し
て
、
鉄
道
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
終
戦
を
境
に
石
炭
不

足
に
陥
っ
た
弘
南
鉄
道
は
、
解
決

策
と
し
て
鉄
道
の
電
化
に
着
手

し
、昭
和
23
年
、弘
前
〜
尾
上
間
に

本
県
初
と
な
る
電
車
が
登
場
。
さ

ら
に
昭
和
25
年
、
尾
上
〜
黒
石
間

の
新
路
線
が
開
通
し
た
こ
と
で
、

弘
前
市
と
黒
石
市
と
の
行
き
来
が

格
段
に
便
利
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和
24
年
に
設
立
さ
れ

た
弘
前
電
気
鉄
道
は
、
３
年
後
の

昭
和
27
年
に
市
内
２
路
線
目
と
な

る
私
鉄
と
し
て
、
弘
前
市
中
心
部

と
大
鰐
町
を
結
ぶ
大
鰐
線
を
開
業

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ス
路
線

が
競
合
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

経
営
不
振
が
続
い
た

弘
前
電
気
鉄
道
は
、

昭
和
45
年
、
経
営
権

を
弘
南
鉄
道
に
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
弘
南
鉄

道
は
今
日
に
至
る
ま

で
、
弘
南
線
（
弘
前

〜
黒
石
）
と
大
鰐
線

（
中
央
弘
前
〜
大
鰐
）

の
２
つ
の
路
線
の
運

行
を
維
持
し
、
住
民

の
生
活
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
単

に
交
通
手
段
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
弘

前
市
と
周
辺
市
町
村

を
結
ぶ
動
脈
と
し

て
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
決
し

て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
の
弘
南
鉄
道
も
、
現
在
は
利

用
者
の
減
少
に
よ
り
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

年
々
減
少
す
る
利
用
者

　

弘
南
鉄
道
の
利
用
者
数
は
、
昭

和
40
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。
主
な
要
因

と
し
て
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴

う
自
家
用
車
の
普
及
や
、
少
子
化

が
進
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る
利
用

者
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
減
少
し
て
き
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

弘
南
線
・
大
鰐
線
と
も
に
減
少

す
る
な
か
で
、特
に
大
鰐
線
は
、10

年
前
と
比
べ
て
利
用
者
が
半
分
以

下
に
な
る
な
ど
、近
年
、大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
①
）。

　

市
で
は
昨
年
12
月
、
鉄
道
の
利

用
実
態
や
満
足
度
・
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
今
後
の
地
方
鉄
道
の
活
用

や
改
善
に
向
け
た
方
向
性
を
探
る

た
め
、
大
鰐
線
の
沿
線
住
民
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

利
用
者
の
減
少

－

減
便
や
値
上

げ

－

利
便
性
の
低
下

－

利
用
者
の

減
少
と
い
っ
た
負
の
連
鎖
か
ら
脱

却
す
る
た
め
に
、
今
の
状
況
、
今

後
の
課
題
を
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
探
っ
て
い
き
ま
す
。

沿
線
住
民
の
利
用
状
況

　

グ
ラ
フ
②
は
、
日
ご
ろ
の
外
出

の
際
の
大
鰐
線
の
重
要
度
を
表
し

て
い
ま
す
。
注
目
は
、
大
鰐
線
が

普
段
の
外
出
時
に
欠
か
せ
な
い
交

通
手
段
で
あ
る
と
回
答
し
た
世
帯

が
、
約
１
割
し
か
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
目
的
な
ど
に
よ

っ
て
は
必
要
と
考
え
て
い
る
世
帯

が
約
５
割
と
最
も
多
い
も
の
の
、

必
要
と
し
て
い
な
い
世
帯
が
約
４

割
と
、
路
線
の
す
ぐ
そ
ば
で
生
活

し
て
き
た
住
民
で
さ
え
、現
在
は
、

そ
の
必
要
性
が
薄
れ
て
き
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
実
際
の
利
用
頻

度
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
③
に
も
表

れ
て
お
り
、
週
に
１
回
で
も
利
用

し
て
い
る
と
答
え
た
の
は
全
体
の

１
割
と
少
数
で
、
反
対
に
約
６
割

も
の
住
民
が
、
ま
っ
た
く
利
用
し

て
い
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。
な

お
、利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

「
運
行
本
数
が
少
な
い
」「
利
用
し

た
い
時
間
に
利
用
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
利
便
性
に
つ
い
て
の
も
の

や
、「
運
賃
が
高
い
」
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
が
多
く

を
占
め
る
一
方
、
通
勤
・
通
学
者

か
ら
は
「
通
勤
（
通
学
）
先
と
方

面
が
違
う
」「
徒
歩
や
自
転
車
で

通
え
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
２
６（
大
正
15
）年

１
９
２
７（
昭
和
２
）年

１
９
３
１（
昭
和
６
）年

１
９
４
１（
昭
和
16
）年

１
９
４
８（
昭
和
23
）年

１
９
５
０（
昭
和
25
）年

１
９
５
４（
昭
和
29
）年

１
９
６
１（
昭
和
36
）年

１
９
７
０（
昭
和
45
）年

１
９
８
４（
昭
和
59
）年

１
９
９
８（
平
成
10
）年

弘
南
鉄
道
を
設
立

弘
前
～
津
軽
尾
上
間

を
開
業

バ
ス
事
業
に
参
入

バ
ス
部
門
を
弘
前
乗

合
自
動
車
（
弘
南
バ

ス
の
前
身
）
に
分
社

全
線
電
化
（
直
流
６

０
０
ボ
ル
ト
）

津
軽
尾
上
～
弘
南
黒

石
（
現
在
の
黒
石
）

間
が
開
業
し
全
通

全
線
７
５
０
ボ
ル
ト

に
昇
圧

全
線
１
５
０
０
ボ
ル

ト
に
昇
圧

弘
前
電
気
鉄
道
が
経

営
権
を
弘
南
鉄
道
に

譲
渡
。
大
鰐
～
中
央

弘
前
間
を
大
鰐
線
と

す
る

国
鉄
黒
石
線
川
部
～

黒
石
間
を
譲
り
受
け
、

黒
石
線
と
し
て
開
業

黒
石
線
廃
止

◆
資
料
　
弘
南
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

弘
南
鉄
道
の
歩
み

地域の宝 みんなの宝

地方鉄道編
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み
ん
な
で
利
用
す
れ
ば

大
き
な
変
化
に
つ
な
が
り
ま
す
！

み
ん
な
で
利
用
す
れ
ば

大
き
な
変
化
に
つ
な
が
り
ま
す
！

み
ん
な
で
利
用
す
れ
ば

大
き
な
変
化
に
つ
な
が
り
ま
す
！

今
の
生
活
・
将
来
の
生
活

　

現
在
の
利
用
状
況
や
必
要
性
に

つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
で
説
明
し
た

通
り
で
す
が
、
一
方
で
、
将
来
の

生
活
を
考
え
た
場
合
の
必
要
性
で

は
、
約
６
割
の
世
帯
が
大
鰐
線
が

必
要
と
回
答
し
、
必
要
な
い
と
す

る
世
帯
は
１
割
程
度
で
し
た
（
グ

ラ
フ
④
）。
し
か
し
、「
将
来
必
要

で
あ
る
」
と
答
え
た
人
の
現
在
の

利
用
頻
度
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

週
１
回
以
上
利
用
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
２
割
未
満
で
し
た
（
グ

ラ
フ
⑤
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
現
在
は

大
鰐
線
を
ほ
と
ん
ど
利
用
し
て
い

な
い
も
の
の
、
将
来
的
に
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
住
民
も
多
い
と

い
う
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
将
来
の
自
分
の
生
活
ス
タ
イ

ル
や
環
境
の
変
化
を
考
え
た
と

き
、「
何
ら
か
の
理
由
で
車
を
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
ら
…
」
な
ど

と
い
っ
た
不
安
を
抱
い
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
な
く
な
っ
て
か
ら
後
悔
」

で
は
遅
す
ぎ
る
　
　
　
　

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
み
ん

な
が
車
だ
け
を
利
用
し
、
公
共
交

通
を
全
く
利
用
し
な
い
状
況
が
続

く
と
、
今
後
、
大
鰐
線
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
交
通
を
維
持
す
る
こ

と
は
極
め
て
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
⑥
を
見
て
も
分
か
る
通

り
、
自
分
専
用
の
車
や
家
族
共
有

の
車
を
持
っ
て
い
る
と
答
え
た
世

帯
は
約
６
割
に
上
り
ま
す
。
市
街

地
の
拡
大
や
大
型
集
客
施
設
の
郊

外
化
な
ど
に
あ
わ
せ
、
自
動
車
が

１
人
１
台
の
時
代
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
自
動
車
は
便
利
な
乗
り

物
で
、「
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
鉄
道
を

利
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
」
と
考
え
る
人
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
皆
さ
ん
は
「
将

来
も
、
絶
対
に
鉄
道
を
利
用
し
な

い
」と
言
い
切
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

な
く
な
っ
て
か
ら
、「
も
っ
と
利

用
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後

悔
し
て
も
遅
い
の
で
す
。

　

当
市
の
冬
は
積
雪
量
が
多
く
、

道
幅
も
狭
く
な
る
た
め
、
交
通
渋

滞
も
頻
繁
に
発
生
し
ま
す
。ま
た
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
交
通
事
故
も
多

発
し
ま
す
。
し
か
し
鉄
道
は
そ
れ

ら
の
心
配
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
定

時
性
に
優
れ
た
安
全
で
便
利
な
乗

り
物
と
い
え
ま
す
。

　

高
齢
な
ど
の
理
由
で
車
を
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
代
わ
り

と
な
る
交
通
手
段
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
心
強
い
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
鰐
線
を
　
　
　
　
　

将
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に

　

大
鰐
線
を
存
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、み
ん
な
で
少
し
ず
つ
で
も
、

普
段
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
大
事

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
、大
鰐
線
各
駅
の
周
辺（
お

お
む
ね
８
０
０
㍍
圏
内
）
に
は
、

約
４
万
人
の
市
民
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
こ
の
市
民
一
人
一

人
が
、
年
間
３
往
復
、
今
よ
り
多

く
利
用
す
る
だ
け
で
、
大
鰐
線
の

利
用
者
は
現
状
の
約
１
・
４
倍
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
小
さ

い
こ
と
で
も
、
大
鰐
線
の
将
来
は

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
周
辺
の
住
民
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
全
員
が
公
共
交

通
の
存
続
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

自
動
車
を
や
め
て
、
毎
日
公
共

交
通
を
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

年
間
の
わ
ず
か
数
日
と
考
え
れ

ば
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
共
交
通
が
果
た
す
役
割

　

鉄
道
は
、
単
に
人
や
物
を
運
ぶ

生
活
交
通
手
段
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
、

文
化
、
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

地
域
の
財
産
で
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
と
の
関
係
次
第
で
活
気
づ
い

た
り
廃
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
者
で
あ
る
弘
南
鉄
道
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
を
行
い
、

魅
力
の
あ
る
大
鰐
線
を
作
り
上
げ

て
い
く
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
地
域
住
民
が
「
地
域

の
財
産
で
あ
る
大
鰐
線
を
自
分
た

ち
の
手
で
守
り
育
て
て
い
く
」
と

鉄
道
の
利
用
で
　
　
　

環
境
に
優
し
い
生
活
を

　

鉄
道
は
、
１
人
を
１
㌔
㍍
運
ぶ

と
き
に
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
²
量
が
、

自
家
用
車
の
９
分
の
１
程
度
と
、

環
境
に
も
優
し
い
乗
り
物
で
す
。

　

た
ま
に
は
気
分
を
変
え
て
鉄
道

な
ど
の
公
共
交
通
を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
一
人
一
人
意
識
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
、
豊
か
な
地
球

環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
。

コラム
column

　市では、地域の大切な交通手段で
ある弘南鉄道大鰐線を市民の足とし
て確保し、将来へつないでいくため、
「弘南鉄道大鰐線魅力向上事業」を
実施しています。本事業は、利用し
やすく親しみのある駅・車両づくり
など、利用環境の向上を通じて大鰐
線の魅力を高め、その魅力をＰＲし
利用を促進することによって、同線
の活性化とサービス向上を図るもの
です。
　去る 10 月７日、本事業の一つと
して、鉄道利用者に心地よい時間と
空間を楽しんでもらうための演出を
する、新しいスタイルの乗務員「ト
レインキャスト」の乗務が開始され
ました。業務内容は、荷物運びの補
助や列車内への誘導、車内・駅舎の
清掃や観光ＰＲなどで、大鰐線の魅
力を最大限に引き出せるよう、さま
ざまな企画に取り組んでいきます。
　地域と鉄道を結ぶ懸け橋として、
皆さんと一緒に大鰐線を盛り上げて
いきたいと思いますので、トレイン
キャストが乗務する電車を、ぜひご
利用ください。
▽乗務時間　おおむね午前９時～午
後３時まで（土・日曜日、祝日は午
後４時半まで）
▽弘南鉄道大鰐線魅力向上事業につ

いての問い合わせ先　企画課地域振
興担当（☎ 40・7021）
※大鰐線の利用や、トレインキャス
トの詳しい乗務内容については、弘
南鉄道（☎ 44・3136）へ。

TraincastTraincastTraincast

トレインキャストトレインキャストトレインキャスト

乗務開始 !!乗務開始 !!乗務開始 !!

い
う
意
識
を
持
ち
、
鉄
道
と
の
良

い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
も
ま

た
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

車
と
公
共
交
通
を
上
手
に
使
い

分
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
半
年
に
１
回
で
も
、
み
ん
な
で

公
共
交
通
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
必
ず
地
域
の
財
産
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
る

は
ず
で
す
。

　

公
共
交
通
の
利
用
は
、
将
来
の

自
分
や
家
族
へ
の
投
資
で
あ
り
、

将
来
の
地
域
へ
の
投
資
な
の
で

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
地
域

振
興
担
当
（
☎
40
・
７
０
２
１
）

※
弘
南
鉄
道
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
弘
南
鉄
道
（
☎
44
・
３
１
３

６
）
へ
。

沿
線
住
民
一
人
一
人
が
、
年
間
３
往
復
、
今
よ
り
利
用
を
増
や
せ
ば
、

利
用
者
は
１
・
４
倍
に
！

沿
線
住
民
一
人
一
人
が
、
年
間
３
往
復
、
今
よ
り
利
用
を
増
や
せ
ば
、

利
用
者
は
１
・
４
倍
に
！
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案内図

Ｊ
Ｒ
弘
前
駅

百石町

土
手
町 3･

3･
2号
線

代官町

･市立病院

･イトー

 
ヨーカドー

市民生活
センター

市
民
相
談
・
消
費
生
活
相
談

▽
と
　
き　

午
前
８
時
半
〜
午
後

４
時
半
（
月
曜
日
休
館
）

▽
内
　
容　

日
常
生
活
の
困
り

事
・
心
配
事
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
・

多
重
債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す

る
こ
と

▽
相
談
員　

市
職
員

人 

権 

相 

談

▽
と
　
き　

毎
週
金
曜
日
、
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
内
　
容　

い
じ
め
や
虐
待
な
ど

人
権
に
関
す
る
こ
と

▽
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

行 

政 

相 

談

▽
と
　
き　

毎
週
水
曜
日
、
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
内
　
容　

行
政
に
対
す
る
要

望
・
意
見
・
苦
情
に
関
す
る
こ
と

▽
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

土
地
家
屋
調
査
士
相
談

▽
と
　
き　

毎
月
第
１
金
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時

▽
内
　
容　

不
動
産
表
示
登
記
、

土
地
・
建
物
の
調
査
・
測
量
な
ど

に
関
す
る
こ
と

▽
相
談
員　

青
森
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
弘
前
支
部
会
員

不
動
産
相
談

▽
と
　
き　

毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
、
午
後
１
時
〜
４
時

▽
内
　
容　

不
動
産
取
引
・
賃
貸

借
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
こ
と

▽
相
談
員　

全
日
本
不
動
産
協
会

所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
や
資
産
が
一
定
の
基
準
以

下
の
人
が
対
象
で
、
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

▽
予
約
先　

法
テ
ラ
ス
青
森
（
☎

050
・
３
３
８
３
・
５
５
５
２
）

▽
と
　
き　

毎
週
火
曜
日
、
午
後

１
時
〜
４
時

▽
内
　
容　

離
婚
、
相
続
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど

▽
相
談
員　

登
録
弁
護
士
・
司
法

書
士

弘
前
支
部
会
員
、
青
森
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
弘
前
支
部
会
員

◎
次
の
相
談
窓
口
を
利
用
す
る
場

合
は
、事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

交
通
事
故
相
談

▽
予
約
先　

青
森
県
交
通
事
故
相

談
所（
☎
青
森
017
・
734
・
９
２
３
５
）

▽
と
　
き　

毎
月
第
１
・
３
木
曜

日▽
内
　
容　

交
通
事
故
に
関
す
る

こ
と

▽
相
談
員　

青
森
県
交
通
事
故
相

談
所
相
談
員

法
テ
ラ
ス
無
料
法
律
相
談

　

法
テ
ラ
ス
青
森
が
実
施
し
て
い

る
無
料
法
律
相
談
の
相
談
会
場
と

し
て
、
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
場

【人権擁護委員】
　人権問題で困っている人の相談に応じ
ます。毎週金曜日の午前 10 時～午後３
時は、市民生活センターでも相談を受け
付けています。
■赤

あかひら

平　悦
え つ お

男さん
紺屋町４の１　　　（☎ 39・4567）
■阿

あ べ

部　治
はるゆき

幸さん
広野１丁目 10の 13（☎ 87・5780）
■阿

あ ぼ

保　香
か よ こ

代子さん
撫牛子１丁目３の８（☎ 33・3615）
■岩

いわさき

﨑　和
か ず お

雄さん
城南３丁目 12の９（☎ 36・9778）
■岩

いわさわ

澤　つこさん
賀田字大浦 12の１（☎ 82・3602）
■小

お だ ぎ り

田桐　ミツヱさん
松原東１丁目 16の 16（☎ 35・1535）

■白
しらとり

取　幹
み き と

人さん
薬師堂字熊本 19の２（☎ 92・3542）
■鈴

す ず き

木　弘
ひろし

さん
大町３丁目９の７（☎ 32・2540）
■對

つ し ま

馬　壽
としゆき

幸さん
如来瀬字種本 55　　（☎ 82・5283）
■鶴

つ る や

谷　郁
い く こ

子さん
田町４丁目 12の３（☎ 33・8541）
■外

とのさき

崎　由
ゆ き こ

紀子さん
中野５丁目 24の３（☎ 89・2271）
■成

な り た

田　清
き よ み

美さん
悪戸字中野 24　　　（☎ 34・1515）
■西

にしざわ

澤　テツさん
湯口字一ノ細川７の１（☎ 84・2205）
■吉

よ し だ

田　洋
よ う こ

子さん
北川端町 32　　　　（☎ 32・2008）
【行政相談委員】
　行政への苦情・要望を聞き、解決の手
助けをします。毎週水曜日の午前 10 時
～午後３時は、市民生活センターでも相
談を受け付けています。
■飛

あ す か

鳥　範
の り こ

子さん
大原２丁目３の４（☎ 88・3675）
■須

す と う

藤　タキさん
百沢字寺沢 109 の１（☎ 83・2337）
■田

た ざ わ

澤　正
ま さ じ

治さん
五所字野沢 42の１（☎ 84・2636）
■野

の ろ

呂　眞
しんせい

正さん
三岳町７の 13　　（☎ 34・7230）
■三

み か み

上　トキさん
兼平字林元 59の 10（☎ 82・2669）
■村

む ら や

谷　邦
く に お

男さん
城南４丁目４の 10（☎ 34・5016）

総
合
市
民
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽
と
　
き　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
土
手
町
分
庁
舎
内
）

▽
内
　
容　

法
律
、
税
金
、
金
銭

賃
借（
消
費
者
金
融
）、交
通
事
故
、

相
続
・
遺
言
、
登
記
、
離
婚
、
家

庭
内
の
悩
み
事
な
ど

▽
相
談
員　

弁
護
士
、
税
理
士
、

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員

ほ
か

▽
申
し
込
み
方
法　

弁
護
士
と
の

相
談
希
望
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

各種

相談窓口

困り事・悩み事など
ご相談ください

　
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓

口
の
ほ
か
に
、
次
の
日
程
で
各
種

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
困

り
事
、
悩
み
事
が
あ
る
と
き
は
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
相

談
を
。

市民

生活

今
回
か
ら
弁
護
士
相
談
を
予
約
制

と
し
ま
す
。
定
員
は
８
人
（
先
着

順
）
で
、
予
約
は
11
月
16
日
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
弁
護
士
以
外
の
相
談
員

に
よ
る
相
談
は
、
事
前
の
予
約
は

不
要
で
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

市
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
・
５
８
３

０
、
34
・
３
１
７
９
）

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

　

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、「
法
務
局
な

ん
で
も
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

12
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

青
森
地
方
法
務
局
弘

前
支
局
（
早
稲
田
３
丁
目
）
２
階

会
議
室

▽
内
　
容　

登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

近
隣
・
家
庭
内
・
学
校
・
職
場
の

問
題
、
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
事

な
ど

▽
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
人
権

擁
護
委
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
公
証
人

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
地
方
法

務
局
弘
前
支
局
総
務
課
（
☎
26
・

１
１
５
０
）

※
相
談
に
お
い
で
の
際
は
、
弘
前

駅
城
東
口
か
ら
城
東
環
状
１
０
０

円
バ
ス
を
利
用
し
、「
城
東
タ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
前
」
バ
ス
停
で
降
り
る

と
便
利
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口

　
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
い
ろ
い

ろ
な
困
り
事
・
悩
み
事
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
、
左
記
の
日
程
で
応
じ
て
い
ま
す
。
一
人
や
家
族
で
抱
え
込

ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
土
手
町
分
庁
舎
内
、

☎
33
・
５
８
３
０
、
34
・
３
１
７
９
）
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いただいたご意見・ご提案

市の回答

　八戸・黒石・十和田、今回から

青森も参加が決定していますが、

Ｂ級グルメに弘前からも『けの汁』

など、何か挑戦できるものがあれ

ば良いと思いませんか？市に観光

客を呼び寄せ、活気づけるひとつ

の手段として！

　Ｂ級グルメについては、具体的な定義が定められていないものの、「Ｂ－１グランプリ」といったＢ

級グルメの祭典や各種メディアにより度々、食の話題として取り上げられており、町おこしの材料とし

ても注目されてきていることから、特定の地域のみで浸透している料理である、いわゆるご当地グルメ

の一つとして、地域の魅力となる重要な要素であると考えています。

　最近、この津軽地域でお総菜や酒のつまみとして愛されてきた「イカメンチ」を、地元に定着したご

当地グルメとしてブランド化を図り、その魅力を全国に発信しようとする取り組みが動き出しました。

この取り組みの実施主体となるグループ「弘前いがめんち食べるべ会」は、現在、Ｂ級グルメとしての

方向性も含めて、今後の展開について慎重に検討しながら、情報収集、調査の活動を続けており、市と

しても、積極的に協力しているところです。

　また、Ｂ級グルメではありませんが、方言である「津軽弁」を弁当の総称としてブランド化し、津軽

のおいしい食を弁当形式で提供し、地域の活性化へつなげていこうとする「駅弁・空弁・津軽弁プロジ

ェクト」の取り組みもあり、平成 22 年 4 月 21 日から販売をスタートし、津軽・弘前の名物となりう

る弁当として 10 事業者 19 種類が弘前駅自由通路などで販売されています。

　ご当地グルメとしては、来春、桜が満開の弘前公園を舞台として津軽伝統の食「津軽そば」が紹介さ

れた小説「津軽百年食堂」の映画が公開予定となっており、津軽の食をＰＲする絶好の機会となると考

えています。このほかにも、生産量日本一を誇るりんごのまち弘前のスイーツ「アップルパイ」や、ご

当地サイダー、ご当地アイスなど、これまで地元で愛され続けてきた、いわゆるご当地グルメが、当市

をはじめとする津軽地域には数多くあることから、市としては、Ｂ級という言葉にとらわれず、さまざ

まな機会をとらえて、津軽の食をＰＲしながら、弘前の魅力の発信に努めていきたいと考えています。

　「わたしのアイデアポスト」は、
市の広聴事業のひとつとして、市政
に関するご提案やご意見を多くの皆
さんからお伺いし、市政運営に生か
すことを目的に実施しています。
　現在、市役所や岩木・相馬総合支
所、各出張所などにポストを設置し
ていますので、備え付けてある用紙
に提案などを記載して投書してくだ
さい。また、インターネットやファ
クス、郵送でも受け付けています。
■わたしのアイデアポストについ
ての問い合わせ先  広報広聴課広聴
係（〒 036・8551、上白銀町１の
１、市役所２階、窓口 258、☎ 35・
1194、ファクス 35・0080）

わたしの
アイデア
ポスト

皆さんからのご意見・ご提案にお答えします

男 女

　市では、男女共同参画社会推進のために各種事業を実施しており、去る 10 月２日、「女性

の力が地域を守る～輝くあなたになるために～」と題したセミナーを開催し、講演とパネルデ

ィスカッションを行いました。

　講演ではＪＡ全国女性組織協議会会長の佐藤あき子さん（弘前市在住）が講師を務め、とか

く男性社会といわれる農業の現場で活動できたのは、仲間同士で助け合い、前に進むことでさ

まざまな困難を乗り越えてきたからだと述べました。また、これからは女性の感性や知恵を生

かして活動することが大切であり、男女共同参画で地域に貢献できるような女性が多く出るこ

とで、地域も明るくなることを訴えていました。

　講演に続き、佐藤さんをコーディネーターとして行われた葛西市長との意見交換会には、Ｖ

ｉｃウーマン・ヒロサキ監事の佐藤芳子さんと、サンフェスタいしかわ友の会会長の永井久美

子さんが参加しました。

　最初に葛西市長が、主産業である農業振興の施策や、農業女性の意見反映と地位向上に向け

た取り組みについて説明したのに対し、佐藤芳子さんが、東京での物産販売で、女性の感性を

生かした売り方で完売したことや、東京に弘前の観光案内所や都会の消費者との交流の場にな

るような「弘前の東京支店」が必要ではないかと提案しました。また、永井さんは、市の産直

マルシェ事業などの直売活動に取り組むなかで、友の会会員の高齢化の問題や規格外品の販売

先確保の必要性について述べました。これを受けて葛西市長は、「弘前の東京支店」は経費的

な問題もあり実現は難しいものの、10 月から東京に職員を２人常駐させて、観光面からアプ

ローチをし、今後は物産にも波及させたいことや、産直の都市間交流についての考えを示しま

した。その後も、会場に集まった参加者からさまざまな意見が出されるなど、議論は大いに盛

り上がりました。

　今回のセミナーは、農業を通じた地域おこしの可能性や、農業に関わる女性から見た男女共

同参画社会の必要性を考える機会となったのではないでしょうか。

■担　当　市民参画センター（元寺町、☎ 31・2500）

をすすめよう共同参画
vol.  ５

 

灯
油
な
ど
の
流
出
事
故

　

例
年
、
燃
料
タ
ン
ク
の
配
管
の
破
損
や

ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
小
分
け
に
す
る
と
き

の
不
注
意
が
原
因
で
、
灯
油
な
ど
を
流
出

さ
せ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
の
流
出
事
故
は
、
河
川
や
農
業
用
用

排
水
路
を
汚
染
し
た
り
、
上
水
道
の
取
水

が
停
止
し
た
り
す
る
な
ど
大
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
原
因
者
が
多
額
の
費
用
を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に

小
分
け
に
す
る
と
き
は
、
最
後
ま
で
そ
の

場
を
離
れ
な
い

②
燃
料
タ
ン
ク
の
配
管
を
除
雪
機
な
ど
で

傷
つ
け
な
い
た
め
に
、
雪
が
積
も
っ
て
も

配
管
の
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
目
印
を
付

け
る

③
燃
料
タ
ン
ク
内
の
減
り
具
合
が
早
い
と

き
や
、
燃
料
タ
ン
ク
の
周
囲
で
油
の
に
お

い
が
す
る
と
き
は
、
油
が
漏
れ
て
い
な
い

か
調
べ
る

④
燃
料
タ
ン
ク
の
周
り
に
防
油
提
を
付
け

る
　

万
が
一
、
油
が
漏
れ
て
も
、
決
し
て
中

和
剤
や
洗
剤
な
ど
は
使
わ
ず
に
、
速
や
か

に
環
境
保
全
課
ま
た
は
消
防
本
部
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課
（
☎

40
・
７
０
３
５
）
／
消
防
本
部
予
防
課
（
☎

32
・
５
１
０
４
）

決 定

橋
の
名
称
が 　
　
　

   

「
ア
ッ
プ
ル
大
橋
」
に

　

県
で
は
平
成
15
年
度
か
ら
、
石
川
地
区

と
平
川
市
大
坊
地
区
を
結
ぶ
、
平
川
に
架

か
る
２
０
３
㍍
の
橋
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

５
月
に
橋
の
名
称
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
県
内
外
か
ら
１
１
７
件
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
６
人
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
「
ア
ッ
プ
ル
大
橋
（
あ
っ
ぷ
る
お
お

は
し
）」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ッ
プ
ル
大
橋
」
は
、
地
元
が
り
ん

ご
の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
や
、
ア
ッ
プ
ル

ロ
ー
ド
に
つ
な
が
る
橋
で
あ
る
こ
と
が
由

来
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
み
と
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
え
る
名
前
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

完
成
後
の
「
ア
ッ
プ
ル
大
橋
」
は
、
弘

前
・
平
川
両
市
を
結
ぶ
広
域
環
状
道
路
と

し
て
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
命
名
者　

小
田
桐
富
美
子
さ
ん
（
大

沢
）、
鈴
木
登
さ
ん
（
石
川
）、
尾
崎
克
江

さ
ん
（
山
崎
）、
福
士
哲
郎
さ
ん
（
平
川

市
柏
木
町
）、
成
田
瑛
飛
さ
ん
（
尾
上
総

合
高
校
）、
高
杉
和
宏
さ
ん
（
尾
上
総
合

高
校
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
土
木
課
（
☎
40
・

７
０
５
１
）
／
中
南
地
域
県
民
局
地
域
整

備
部
道
路
施
設
課
（
☎
32
・
０
８
０
０
）

注 意

89 …　広報ひろさき　平成２２年１１月１５日号
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まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。

たか丸くんが行くたか丸くんが行く!!!!
弘前城築城 400 年祭のマスコットキャラクターとしておなじみの「たか丸くん」。

積極的にイベントなどに参加して、400 年祭のＰＲ活動を行っています。

　９月18日・19日の２日間、千葉県浦安市で開催さ
れた「ウラヤスフェスティバル」では、ＪＲ新浦安駅
前の物産コーナーで、りんごジュースや県産品の販売
が行われ、多くの人でにぎわいました。祭りでは、弘
前ねぷたの運行も行われ、たか丸くんも参加。五所川
原立侫武多や、さいたま竜神、大牟田大蛇山などの日
本の火祭りの山車と競演しました。

世界遺産トーチランコンサート

青森観光キャンペーンin羽田空港！

カルチュアロード

ウラヤスフェスティバル

9/11

9/18

9/8

9/12

　９月８日から 10 日までの３日間、羽田空港で行わ
れた青森県のＰＲイベントに参加したたか丸くん。決
め手くんやミスりんご青森、ミス桜グランプリと一緒
に青森県をＰＲしました。また、青森県に関するアン
ケートに答えてくれた人たちにりんごジュースをプレ
ゼントしたり、津軽三味線を演奏したりしながら青森
県の魅力を伝えてきました。

　９月 11 日、音楽家・ユネスコ平和芸術家の城之内
ミサさんを中心とし、さまざまな国や地域で開催され
ている「世界遺産トーチランコンサート」が市民会館
（下白銀町）で行われました。たか丸くんは、会場に
足を運んで、コンサートを盛り上げるとともに、観衆
との交流を図りました。

　９月12日に土手町で開催されたカルチュアロード。
オープニングでは、青女子保育園の和太鼓演奏が披露
され、たか丸くんも駆け付けて会場を盛り上げました。
また、蓬莱広場のステージでは、花嵐桜組によるよさ
こい演舞やりんご娘のコンサート、沿道に設けられた
テントでは、巨大アップルパイ作りなどが行われ、多
くの人でにぎわいました。

新幹線開業１カ月前イベント

１１月３日・４日

弘前城 菊と紅葉まつり

１０月２２日～１１月７日

　＆えきまえ市

　

　

新幹線開業１カ月前イベント

１１月３日・４日

弘前城 菊と紅葉まつり

１０月２２日～１１月７日

　＆えきまえ市

　10 月 22 日から 11 月７日までの 17 日間、弘前公
園内の弘前城植物園を主会場に、「弘前城菊と紅葉ま
つり」が開催されました。三の丸庭園に設けられた菊
人形ゾーンでは、ＮＨＫ大河ドラマで人気の「龍馬伝」
の場面が再現され、訪れた人たちの目を楽しま
せていました。
　また、まつり期間中に行われたイベント
のうち、10 月 31 日には「ねぷた囃子（ば
やし）でギネスに挑戦」と銘打ち、来年の
本番に向けたプレイベントが行われまし
た。当日は 409 人が参加して、見事５分
間のねぷた囃子演奏に成功。参加者は来年
の 4,000 人での演奏に向けて、気勢を挙げ
ていました。

　東北新幹線新青森駅開業まで１カ月となった 11 月
３日・４日の両日、ＪＲ弘前駅で記念イ
ベントが開催されました。イベントで
は、駅自由通路でコンサートやこぎ
ん刺しなどの伝統工芸の実演・体
験が行われたほか、「藩士のコー
ヒー」やホットアップルジュー
スが駅利用者などに振る舞われ
ました。また、３日には開業イ
ベントに合わせ、駅前公園で農
産物の直売や「いがめんち」を販
売する「えきまえ市」も行われ、
悪天候にもかかわらず、お目当ての
品を買い求める市民らでにぎわいました。

▲豪華絢爛（けんらん）
な菊人形を眺める市民

▲『珈琲の街ひろさき』をＰＲする
「藩士のコーヒー」の振る舞い

▲

息の合ったお囃子を
披露する参加者

▲ 弘前のご当地グルメ
「いがめんち」の販売
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お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１
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お知らせ

第
16
回
弘
前
市
場
ま
つ
り

▽
と
　
き　

11
月
21
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
45
分
〜
11
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
水
産
地
方
卸
売

市
場
（
末
広
１
丁
目
、
弘
果
総
合

地
方
卸
売
市
場
内
）

▽
内
　
容　

市
民
参
加
の
模
擬
競

り
大
会
、
カ
ニ
の
大
鍋
、
ジ
ャ
ン

ボ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
実
演
即
売
会
、

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
水
産
物
・

野
菜
・
花
な
ど
の
即
売
会
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
場
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
☎
27
・
２
３

４
５
）

わ
げ
も
の
が
作
っ
た

新
鮮
農
産
物
市
　
　

　

弘
前
地
区
農
村
青
少
年
連
絡
協

議
会
（
弘
前
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）
で
は
、

「
第
37
回
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い

市
」
を
開
催
し
ま
す
。「
農
家
の

わ
げ
も
の
（
若
者
）」
が
心
を
込

め
て
生
産
し
た
農
産
物
・
加
工
品

の
販
売
や
も
ち
つ
き
大
会
を
行
い

ま
す
の
で
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

▽
と
　
き　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
合
同
庁
舎
（
蔵

主
町
）
駐
車
場

▽
内
　
容　

り
ん
ご
（
家
庭
用
・

贈
答
用
、
発
送
可
）・
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
ス
・
新
米
な
ど
の
即
売
、
ク
ラ

ブ
活
動
パ
ネ
ル
展
示
、
も
ち
つ
き

大
会
（
午
前
10
時
〜
と
午
後
１
時

〜
の
２
回
。
先
着
順
に
つ
き
た
て

の
も
ち
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

中
南
地
域
県

民
局
地
域
農
林
水
産
部
農
業
普
及

振
興
室
（
☎
34
・
２
１
３
６
）

雇
用
政
策
セ
ン
タ
ー

講
座
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
第
９
回
雇
用
政
策
研
究
セ
ン
タ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
】

　

新
た
な
地
域
雇
用
創
出
の
可
能

性
を
模
索
す
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▽
と
　
き　

11
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
創
立
50
周

年
記
念
会
館
（
文
京
町
）
岩
木
ホ

ー
ル

▽
内
　
容　
「
新
時
代
の
地
域
雇

用
政
策
〜
社
会
的
企
業
と
雇
用
拡

大
の
可
能
性
〜
」
…
講
師
・
成
田

春
洋
さ
ん
（
抱
民
舎
で
あ
い
の
家

あ
う
ん
施
設
長
）

▽
対
　
象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
的
企
業
に

関
心
の
あ
る
市
民
＝
50
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

【
第
８
回
雇
用
政
策
研
究
セ
ン
タ

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　
「
真
澄
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
い
ち

早
く
海
外
展
開
を
進
め
て
い
る
先

進
的
企
業
の
事
例
を
参
考
に
、
青

森
県
産
日
本
酒
の
海
外
展
開
に
つ

い
て
県
内
の
酒
造
関
係
者
な
ど
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。

▽
と
　
き　

11
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
５
時
半
〜
７
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
コ
ラ
ボ
弘

大
（
文
京
町
）
８
階
八
甲
田
ホ
ー

ル▽
内
　
容　

基
調
講
演
「
青
森
県

産
日
本
酒
の
海
外
展
開
」…
講
師
・

キ
ー
ス
・
ノ
ー
ラ
ム
さ
ん
（
宮
坂

醸
造
海
外
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
担

当
）
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン▽
対
　
象　

市
民
＝
１
０
０
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

月
・
水
・
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

に
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
附
属
雇

用
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
☎
39
・

３
１
９
８
、
Ｅ
メ
ー
ルeprc@

cc.hirosaki-u.ac.jp

）
へ
。

平
成
22
年
度
弘
前
市

社
会
福
祉
大
会
　
　

　

弘
前
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
成
22
年
度

弘
前
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
と
　
き　

11
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
０
時
半
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）
大
ホ
ー
ル

▽
内
　
容　

①
午
後
０
時
半
～
＝

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
致
遠
保
育
園
消
防
は
し
ご
登
り
）

／
②
午
後
０
時
50
分
～
＝
福
祉
協

力
校
活
動
体
験
発
表
（
草
薙
・
小

沢
小
学
校
）
／
③
午
後
１
時
40
分

～
＝
式
典
（
社
会
福
祉
事
業
の
功

労
者
表
彰
）
／
④
午
後
３
時
～
＝

記
念
講
演
…
講
師
・
青
山
良
平
さ

ん
（
青
森
放
送
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
）

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
33
・
１
１
６
１
）

第
52
回
小
・
中
学
校

合
同
家
庭
科
作
品
展

▽
と
　
き　

11
月
27
日
〜
29
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で
。

▽
と
こ
ろ　

中
三
弘
前
店
（
土
手

町
）
８
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
　
容　

市
内
小
・
中
学
校
の

児
童
お
よ
び
生
徒
の
技
術
・
家
庭

科
作
品
約
１
２
０
０
点
を
展
示

▽
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
沢
小
学

校（
千
葉
さ
ん
、☎
87
・
２
２
３
４
）

認
知
症
の
人
を
抱
え
る

家
族
の
「
つ
ど
い
」 

　

▽
と
　
き　

11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
宮
園
２
丁
目
）

▽
内
　
容　

認
知
症
、
介
護
に
つ

い
て
の
話
し
合
い

▽
参
加
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。
当

日
直
接
会
場
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
（
世
話
人
・
中
畑
さ

ん
、
☎
兼
フ
ァ
ク
ス
44
・
４
９
５

９
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
午
後
６
時
過

ぎ
に
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
デ
ー

２
０
１
０
　

　
　
　
　

〜
見
つ
け
に
来
て
！
あ
な
た
が
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

　

地
域
で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
紹
介
し
、

交
流
を
図
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。誰
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

12
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）

▽
内
　
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ス

テ
ー
ジ
…
演
奏
や
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
発
表
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ブ
ー

ス
…
も
の
作
り
体
験
・
活
動
紹
介

な
ど
の
展
示
／
喫
茶
・
交
流
コ
ー

ナ
ー
…
施
設
や
作
業
所
の
皆
さ
ん

の
手
作
り
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど

の
提
供

※
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▽
入
場
料　

無　

料

▽
交
通
手
段　

城
東
環
状
１
０
０

円
バ
ス
（
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
前

下
車
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
デ
ー
開
催
の

準
備
や
当
日
の
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は

開
催
当
日
の
案
内
係
や
進
行
補

助
、
出
展
ブ
ー
ス
へ
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
で
す
。
11
月
30
日
ま
で
に
申

し
込
み
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

生
涯

学
習
課
（
☎
82
・
１
６
４
１
）

Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽
三
味
線
２
０
１
０

　

津
軽
三
味
線
の
音
色
が
流
れ
る

街
弘
前
で
「
Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽
三
味
線

２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

津
軽
三
味
線
３
０
０
人
大
合
奏

を
メ
ー
ン
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
魅

力
満
載
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
民
謡
や

手
踊
り
を
織
り
込
み
、
津
軽
三
味

線
本
来
の
姿
を
追
求
す
る
本
場
な

ら
で
は
の
迫
力
と
感
動
を
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

本
場
の
だ
い
ご
味
を
心
ゆ
く
ま

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

12
月
11
日
（
土
） 

、

昼
の
部
＝
午
後
２
時
〜
／
夜
の
部

＝
午
後
５
時
半
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）

▽
入
場
料
（
全
席
指
定
）　

１
０

０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｔ
ｈ
ｅ
津
軽

三
味
線
実
行
委
員
会
（
弘
前
商
工

会
議
所
内
、
☎
33
・
４
１
１
１
）

ふ
れ
あ
い
高
齢
者
新
卓
球
　

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）
親
善
大
会

　

冬
期
間
の
健
康
保
持
と
参
加
者

の
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

▽
と
　
き　

12
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー（
八
幡
町
１
丁
目
）体
育
館

▽
内
　
容　

団
体
戦
（
抽
選
で
６

人
１
組
の
チ
ー
ム
を
編
成
）
／
個

人
戦
（
フ
リ
ー
抽
選
に
よ
る
男
女

別
ダ
ブ
ル
ス
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
対
　
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

※
申
し
込
み
時
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
昼
食
は
用
意
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

11
月

30
日
ま
で
に
、
弘
前
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
協
会
（
鎌
田
さ
ん
…
☎

33
・
４
３
８
９
、
工
藤
さ
ん
…
☎

88
・
０
７
０
２
）
へ
。

　津軽中部広域農道（愛称・やまなみロ

ード）の市内十面沢から鰺ヶ沢町までの

区間で、雪道の通行の安全確保が困難と

なるため、12 月１日から３月 31 日ま

で通行止めになります。

　この期間は主要地方道弘前鰺ヶ沢線を

利用してください。

▽問い合わせ先　農村整備課（☎ 82・

1637）

二 

十 

歳 

の 

祭 

典

▽
と
　
き　

平
成
23
年
１
月
９
日

（
日
）、
午
前
11
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
民
会
館
（
下
白
銀

町
）

▽
内
　
容　

成
人
式
、
実
行
委
員

会
に
よ
る
成
人
祭

▽
対
　
象　

平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

※
市
内
に
住
所
の
あ
る
対
象
者
に

は
、
12
月
中
に
案
内
は
が
き
を
郵

送
し
ま
す
。
ま
た
、
転
出
な
ど
で

市
内
に
住
所
の
な
い
人
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
当
日
直
接
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
昨
年
の
模
様
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

（
岩
木
庁
舎
内
、☎
82
・
１
６
４
１
）

津軽中部広域農道

冬期一部通行止め

催
　
し
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お知らせ

開催日 イベント 内　　　　容 と　き／ところ

19 日
前夜祭
ダンス
の夕べ

あそべーるがダン
スホールに！あな
たも社交ダンスに
参加しませんか？

午後７時～９時／
あそべーるホール

20 日

開会式

式典、鏡割り、振
る舞いもち、津軽
中学校吹奏楽部の
演奏があります。

午前 10 時～ 11 時
／あそべーるホー
ル

こども
芸能発表

園児のかわいらし
い踊りや、小学生
の吹奏楽・演劇な
ど、多彩なプログ
ラムをお楽しみく
ださい。

午後１時～４時／
あそべーるホール

21 日 芸能発表
日ごろ練習した歌
や踊りなど、多彩
な芸が次から次へ。

午前９時～午後３
時半／あそべーる
ホール

20 日
・

21 日

ふろしき市

ふろしき１枚分の
フリーマーケット。
掘り出し物に出会
えるかも。

20 日＝午前 10 時
半～午後３時、21
日＝午前９時～午
後３時／あそべー
るホワイエ

作品展示

絵画、書道、写真
などの展示や伝統
文 化 の 体 験 コ ー
ナ ー、 マ ジ ッ ク
ショーもあります。

20 日＝午前 10 時
半～午後３時、21
日＝午前９時～午
後３時／中央公民
館岩木館

こども
図書館
まつり

劇、紙芝居、読み
聞かせ、手づくり
絵本など。楽しい
子どもの居場所で
す！

20 日＝午後１時～
４ 時、21 日 ＝ 午
前９時～午後３時
／岩木図書館、あ
そべーるミニシア
ター

出店
コーナー

おでん、フランク
フルト、ラーメン、
りんご、野菜のほ
か、喫茶・食堂コー
ナーもあります。

20 日＝午前 10 時
半～午後３時、21
日＝午前９時～午
後３時／あそべー
るこみせ・駐車場

スタンプ
ラリー

館内でスタンプを
集めて抽選会に参
加しよう。

20 日＝午前 10 時
半～午後３時、21
日＝午前９時～午
後３時／中央公民
館 岩 木 館、 あ そ
べーる

　秋の休日、岩木文化の集大成「岩木文化祭」を開催

します。「こども芸能発表」や「こども図書館まつり」、

「芸能発表」などイベントが盛りだくさん！また、出店

や食堂、喫茶コーナー、茶席、ふろしき市（フリーマ

ーケット）などもあります。皆さんのおいでをお待ち

しています。

▽と　き　11 月 20 日（土）・21 日（日）

▽ところ　岩木文化センター「あそべーる」、中央公民

館岩木館、岩木図書館（いずれも賀田１丁目）

▽問い合わせ先　岩木文化祭運営委員会（中央公民館

岩木館内、☎ 82・3214、ファクス 82・3426）

2010

岩木
文化祭

15 …　広報ひろさき　平成２２年１１月１５日号

お知らせ

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
体
験
会

▽
と
　
き　

11
月
24
日
、
12
月
１

日
・
22
日
の
午
後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

東
小
学
校
（
城
東
中

央
５
丁
目
）
体
育
館

▽
内
　
容　

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
の

基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

▽
対
　
象　

ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
を

体
験
し
て
み
た
い
人（
子
ど
も
可
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、

室
内
専
用
シ
ュ
ー
ズ

※
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ネ
ッ
ト

弘
前
（
☎
32
・
６
５
２
３
）

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
津
軽
広
域
で
は
、「『
介
護
は

突
然
や
っ
て
く
る
』
〜
介
護
の
男

女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
ほ
か
、
パ
ン
の
販
売
や
託

児
所
の
開
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

板
柳
町
多
目
的
ホ
ー

ル
あ
ぷ
る（
板
柳
町
灰
沼
字
岩
井
）

▽
内
　
容　

①
午
前
10
時
半
～
正

午
＝
講
演
「
み
ん
な
で
支
え
合
う

介
護
を
め
ざ
し
て
」
…
講
師
・
佐

藤
恵
子
さ
ん
（
青
森
県
立
保
健
大

学
健
康
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
教

授
）／
②
午
後
１
時
～
２
時
＝「
平

内
虹
の
会
」
に
よ
る
朗
読
劇
「
介

護
は
突
然
や
っ
て
く
る
」「
男
女

と
り
か
え
ば
や
物
語
」「
イ
ク
メ

ン
は
格
好
い
い
」

▽
入
場
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参

画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
津
軽
広
域
事

務
局
（
板
柳
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
、
木
村
さ
ん
、
☎
72
・
１

８
０
０
）

世
界
遺
産
白
神
山
地

子
ど
も
自
然
体
験
　

　

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
人
と
自

然
と
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
３
回
で
す
。

▽
と
　
き　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

白
神
山
地
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
西
目
屋
館
（
西
目
屋
村

田
代
字
神
田
）

▽
内
　
容　

白
神
の
食
文
化
と
ク

ラ
フ
ト
教
室

▽
対
　
象　

小
学
校
３
年
生
〜
中

学
生
と
参
加
を
希
望
す
る
保
護
者

＝
20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

小
学
校
３
年
生
〜
中

学
生
＝
５
０
０
円
／
大
人
＝
１
０

０
０
円
（
保
険
料
な
ど
と
し
て
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ

ナ▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12

月
12
日
ま
で
に
、
岩
木
山
自
然

学
校
（
☎
兼
フ
ァ
ク
ス
83
・
２

６
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ルpw

onder@
infoaom

ori.ne.jp

）
へ
。

お
た
っ
し
ゃ
健
幸
塾

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
高

齢
者
に
適
し
た
運
動
を
し
ま
す
。

▽
12
月
の
日
程
お
よ
び
開
催
場
所

○
３
日
…
東
目
屋
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
中
野
字
中
豊
田
）

○
10
日
…
藤
代
公
民
館（
八
代
町
）

○
17
日
…
千
年
公
民
館
（
小
栗
山

字
川
合
）

○
24
日
…
石
川
公
民
館
（
石
川
字

石
川
）

▽
時
　
間　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
内
　
容　
「
元
気
に
動
け
る
体

づ
く
り
〜
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
す
す
め
〜
」
…
健
康
運
動
指
導

士
に
よ
る
講
話
と
実
技
／
「
認
知

症
予
防
」
…
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ

講
話

▽
対
　
象　

65
歳
以
上
の
市
民

▽
参
加
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
た

め
の
飲
み
物

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

健
康

推
進
課
健
康
支
援
第
一
係
（
野
田

２
丁
目
、
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
37
・
３
７
５
０
）

北
辰
学
区
高
杉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
教
室
　
　
　

【
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
教
室
】

　

り
ん
ご
の
煮
方
、
パ
イ
生
地
作

り
か
ら
学
び
ま
す
。

▽
と
　
き　

12
月
11
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ

▽
定
　
員　

16
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

３
０
０
円
（
当
日
持

参
を
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
】

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
基
本
か

ら
学
び
ま
す
。

▽
と
　
き　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
ご
ろ

▽
定
　
員　

12
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

２
５
０
０
円
（
当
日

持
参
を
）

▽
持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り

用
の
袋

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

北
辰
学
区
高
杉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
独
狐
字
山
辺
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12
月

３
日
ま
で
に
、
北
辰
学
区
高
杉
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
☎
95
・
３
６

０
１
）
へ
。

※
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館

日
で
す
。水  

泳  

教  

室

【
バ
タ
フ
ラ
イ
】

▽
と
　
き　

12
月
６
日
〜
22
日
の

毎
週
月
・
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜

11
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内
　
容　

バ
タ
フ
ラ
イ
の
基
本

泳
法

▽
対
　
象　

ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍
泳

げ
る
市
民
＝
15
人　

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
11

月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
温
水
プ

ー
ル
石
川
（
〒
036
・
８
１
２
３
、

小
金
崎
字
村
元
１
２
５
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
☎
49
・
７
０
８
１
）

弘
前
大
学
公
開
講
座
　

「
リ
ン
ゴ
を
科
学
す
る
」

　

市
と
弘
前
大
学
の
共
催
で
、
り

ん
ご
生
産
者
や
り
ん
ご
産
業
関
係

者
、
市
民
を
対
象
に
、
り
ん
ご
の

生
産
に
関
わ
る
基
礎
知
識
、
最
新

の
情
報
や
研
究
結
果
、
販
売
戦
略

な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

▽
と
　
き　

12
月
５
日
の
午
前
９

時
半
〜
午
後
４
時
10
分
と
６
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
岩
木
館

（
賀
田
１
丁
目
）
大
ホ
ー
ル

▽
内
　
容　

①
「
リ
ン
ゴ
わ
い
化

栽
培
の
あ
れ
こ
れ
」
…
講
師
・
福

田
博
之
さ
ん
（
元
弘
前
大
学
農
学

生
命
科
学
部
教
授
）
／
②
「
リ
ン

ゴ
果
実
の
着
色
生
理
〜
リ
ン
ゴ
果

実
の
着
色
と
異
常
気
象
〜
」
…
講

師
・
荒
川
修
さ
ん
（
同
学
部
教
授
）

／
③
「
リ
ン
ゴ
の
主
要
病
害
―
星

影
の
も
た
ら
し
た
悪
二
つ
、
黒
星

病
と
赤
星
病
―
」
…
講
師
・
藤
田

隆
さ
ん（
同
学
部
助
教
）／
④「
リ

ン
ゴ
果
実
の
機
械
選
果
や
果
実
品

質
の
非
破
壊
測
定
に
つ
い
て
」
…

講
師
・
張
樹
槐
さ
ん
（
同
学
部
教

授
）／
⑤「
リ
ン
ゴ
の
減
農
薬
栽
培

と
農
薬
ド
リ
フ
ト
の
低
減
に
つ
い

て
」
…
講
師
・
伊
藤
大
雄
さ
ん
（
同

学
部
附
属
生
物
共
生
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
准
教
授
）
／
⑥
「
中
国
に

お
け
る
日
本
産
り
ん
ご
の
消
費
動

向
に
つ
い
て
」
…
講
師
・
成
田
拓

未
さ
ん
（
同
学
部
特
別
研
究
員
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

11
月

30
日
ま
で
に
、
り
ん
ご
課
生
産
振

興
係
（
岩
木
庁
舎
２
階
、
☎
82
・

１
６
３
６
）
へ
。　

※
当
日
の
申
し
込
み
も
可
。　

親
子
で
作
ろ
う
手
作
り
絵
本

　

岩
木
文
化
祭
の
期
間
中
に
開
催

し
ま
す
。

▽
と
　
き　

11
月
20
日
の
午
後
１

時
〜
４
時
と
21
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
べ
ー
る
」（
賀
田
１
丁
目
）

２
階
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▽
講
　
師　

さ
さ
や
す
ゆ
き
さ
ん

（
絵
本
作
家
）

▽
対
　
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者
＝
10
組
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

１
組
３
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

岩
木

図
書
館
（
☎
82
・
１
６
５
１
、
フ

ァ
ク
ス
82
・
５
１
５
０
）

教
室･

講
座

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り
教
室
　
　

▽
と
　
き　

12
月
２
日
〜
20
日
の

毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜

２
時

▽
と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル
石
川

（
小
金
崎
字
村
元
）

▽
内
　
容　

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
基
本
か
ら
応
用
、
水
中
ス
ト
レ

ッ
チ
、
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

▽
対
　
象　

市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

11
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に
河
西

体
育
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・
８
３
１

６
、
石
渡
１
丁
目
19
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

河
西
体
育
セ

ン
タ
ー
（
☎
38
・
３
２
０
０
）
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お知らせ

　市では現在、弘前駅城東口緑地の

整備を進めています。

　この緑地は、ＪＲ弘前駅に近接し

ている特性を生かし、多くの人が生

涯スポーツやフリーマーケット、各

種行事など多目的に利用できるほ

か、災害時には避難地としても活用

できるよう、防災機能を備えた緑地

として整備することとしています。

　緑地は平成 23 年４月に供用開始

の予定ですが、芝の生育状況によっ

ては時期が遅れる場合がありますの

で、決まり次第、あらためてお知ら

せします。

　整備中は皆さんにご不便をおかけ

しますが、ご理解をお願いします。

▽問い合わせ先　都市計画課管理・

事業係（☎ 35・1134）

弘前駅城東口緑地を整備しています

城東口緑地整備イメージ

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と
　
き　

12
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
２
階
大
会
議
室

▽
内
　
容　

コ
ー
ラ
ス
指
導
「
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」…
講
師
・

三
浦
リ
ツ
さ
ん

▽
対
　
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。

※
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

若
年
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

実
践
セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
　
　
　

　

社
会
人
と
し
て
人
間
関
係
を
円

滑
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

就
職
活
動
に
も
役
立
ち
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
４
階
第
４
・
第

５
研
修
室

▽
内
　
容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
礎
知
識
の
習
得
お
よ
び
実

践
型
ワ
ー
ク

▽
講
　
師　

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
東
北
支
部
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

▽
対
　
象　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
た
い
40
歳
未
満
の
若

年
者
＝
16
人
程
度
（
先
着
順
）

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
が
、

定
員
に
達
し
た
場
合
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
申
し
込
み

を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先　

ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り
（
青
森

市
安
方
1
丁
目
、
ア
ス
パ
ム
３

階
、
☎
青
森
017
・
731
・
１
３
１
１
、

フ
ァ
ク
ス
017
・
731
・
１
３
１
２
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

jobcafe-aom
ori.jp

）

と
っ
て
お
き
の
　
　
　

津
軽
大
賞
コ
ン
テ
ス
ト

　

津
軽
広
域
連
合
で
は
、
わ
た
し

た
ち
の
住
む
「
ふ
る
さ
と
津
軽
」

の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
相
互
に

理
解
を
深
め
、
人
々
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
と
っ

て
お
き
の
津
軽
大
賞
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
部
　
門　

①
写
真　

②
川
柳

▽
テ
ー
マ　
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

※
地
域
の
自
然
、
祭
り
、
伝
統
、

史
跡
、
風
習
、
日
常
の
風
景
な
ど
、

皆
さ
ん
が
人
々
に
伝
え
た
い
「
ふ

る
さ
と
・
津
軽
」
の
姿
を
作
品
に

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格　

津
軽
広
域
連
合
構

成
市
町
村
（
弘
前
市
、
黒
石
市
、

平
川
市
、
藤
崎
町
、
板
柳
町
、
大

鰐
町
、
田
舎
館
村
、
西
目
屋
村
）

に
在
住
の
人

※
年
齢
・
経
験
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
。

▽
応
募
条
件

【
各
部
門
共
通
】

●
応
募
作
品
は
、
構
成
市
町
村
に

ち
な
ん
だ
も
の
に
限
り
ま
す
。

①
写
真
＝
構
成
市
町
村
内
で
撮
影

さ
れ
た
作
品

②
川
柳
＝
構
成
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
や
風
習
な
ど
を
交
え
た
句

●
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
と
の
二
重
投
稿
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
の
使
用
権
は
津
軽
広

域
連
合
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

●
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
当
コ
ン
テ
ス
ト
以
外
で
は
使

用
し
ま
せ
ん
。

【
写
真
部
門
】

●
応
募
作
品
の
サ
イ
ズ
は
次
の
と

お
り
（
組
み
写
真
は
不
可
）

フ
ィ
ル
ム
＝
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、

Ｌ
版
サ
イ
ズ
〜
ワ
イ
ド
四
つ
切
り

サ
イ
ズ

デ
ジ
タ
ル
＝
フ
ィ
ル
ム
と
同
サ
イ

ズ
（
た
だ
し
、
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら

出
力
す
る
場
合
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

可
） 

●
画
像
を
合
成
・
加
工
し
た
作
品

は
失
格
と
し
ま
す
。 

●
肖
像
権
な
ど
、
第
三
者
の
権
利

を
侵
害
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
作
品
入
賞
の
際
は
、
フ
ィ
ル
ム

写
真
は
ネ
ガ
（
ま
た
は
ポ
ジ
）、

デ
ジ
タ
ル
写
真
は
画
像
デ
ー
タ
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
点
数　

①
、
②
と
も
１
人

に
つ
き
３
作
品
ま
で

▽
申
し
込
み
方
法

①
写
真
＝
作
品
タ
イ
ト
ル
・
撮
影

場
所
・
撮
影
日
と
応
募
者
の
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
た
用
紙
を
作
品

の
裏
面
に
貼
付
し
て
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

②
川
柳
＝
は
が
き
に
応
募
作
品

と
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
締
切　

平
成
23
年
１
月
14

日
（
金
）　

※
当
日
消
印
有
効
。

▽
賞
（
部
門
ご
と
に
選
出
）

最
優
秀
賞
＝
各
１
点
（
賞
状
、
商

品
券
３
万
円
）

優
秀
賞
＝
各
２
点
（
賞
状
、
商
品

券
２
万
円
）

入
選
＝
各
８
点
（
賞
状
、
商
品
券

１
万
円
）

※
受
賞
者
に
は
、
副
賞
と
し
て
市

町
村
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

を
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
審
査
方
法　

各
部
門
の
専
門
家

を
含
む
審
査
委
員
で
審
査
し
ま

す
。

▽
作
品
発
表
な
ど 

●
受
賞
者
に
は
、
平
成
23
年
２
月

上
旬
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。 

●
受
賞
作
品
は
、
津
軽
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
平
成
23
年

３
月
発
行
の
津
軽
広
域
連
合
広
報

紙
で
発
表
し
ま
す
。 

●
受
賞
作
品
は
、
今
後
津
軽
広
域

連
合
で
作
成
す
る
各
種
印
刷
物
な

ど
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

▽
作
品
展
示
に
つ
い
て　

昨
年
度

入
賞
作
品
22
点
（
写
真
11
点
・
川

柳
11
点
）
を
、
11
月
16
日
〜
25
日

の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

に
、
市
役
所
（
上
白
銀
町
）
２
階

ロ
ビ
ー
に
て
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

津
軽

広
域
連
合
「
と
っ
て
お
き
の
津

軽
大
賞
コ
ン
テ
ス
ト
」
係
（
〒

036
・
８
２
７
６
、
弘
前
市
大
字
樋

の
口
町
２
６
０
の
４
、
☎
39
・
７

２
０
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.n
et.p

ref.aom
ori.jp

/
tugarukoiki/

）　

弘
前
大
学
公
開
講
座

　

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
（
無
料
で
配
布

さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
Ｇ

Ｉ
Ｍ
Ｐ
を
使
用
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
の
編
集

技
術
を
学
び
ま
す
。

▽
と
　
き　

12
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
総
合
情
報

処
理
セ
ン
タ
ー
（
文
京
町
）

▽
対
　
象　

小
学
校
高
学
年
以
上

＝
20
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
）
で
、
弘

前
大
学
総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
・
３
７
２
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

koukai-kouza@
cc.hirosaki-u.

ac.jp

）
へ
。

そ
の
他

良
い
食
生
活
を
す
す
め
る

グ
ル
ー
プ
講
習
会
　
　
　

▽
と
　
き　

12
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
野
田
２
丁
目
）

▽
テ
ー
マ　
「
乳
製
品
を
使
っ
て
」

▽
献
　
立　

ト
マ
ト
チ
ー
ズ
う
ど

ん
、
千
草
卵
焼
き
、
き
の
こ
と
昆

布
の
炒
め
煮
、
り
ん
ご
パ
フ
ェ

▽
定
　
員　

30
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
は
し

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

11
月

16
日
か
ら
電
話
で
、
弘
前
市
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
37
・
３
７
５
０
）へ
。

有 料 広 告 有 料 広 告
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お知らせ

…　広報ひろさき　平成２２年１１月１５日号19

　市では、がんの早期発見と正しい健康意識の普及

および啓発を図り、健康保持・増進を図ることを目

的として、国の方針に基づき、「女性特有のがん検診

推進事業」を実施します。対象となるのは下記に該

当する人です。

　対象年齢に該当する人で、平成 22 年４月 20 日現

在、弘前市に住民登録のある人には、７月１日にク

ーポン券および検診手帳を発送しました。クーポン

券の有効期限は平成 22 年 12 月 31 日です。有効期

限が近づくと、検診の予約が取りにくくなる場合が

ありますので、早めにご利用ください。

　既に市の子宮・乳がん検診を受診し、自己負担金

対 象 年 齢
（平成 22 年４

月１日現在）
本 年 度 年 齢 生　年　月　日

20 歳 21 歳 平 成 元 年（1989）４月２日～平 成 2 年 （1990）４月１日生まれの人

25 歳 26 歳 昭和 59 年（1984）４月２日～昭和 60 年（1985）４月１日生まれの人

30 歳 31 歳 昭和 54 年（1979）４月２日～昭和 55 年（1980）４月１日生まれの人

35 歳 36 歳 昭和 49 年（1974）４月２日～昭和 50 年（1975）４月１日生まれの人

40 歳 41 歳 昭和 44 年（1969）４月２日～昭和 45 年（1970）４月１日生まれの人

対 象 年 齢
（平成 22 年４

月１日現在）
本 年 度 年 齢 生　年　月　日

40 歳 41 歳 昭和 44 年（1969）４月２日～昭和 45 年（1970）４月１日生まれの人

45 歳 46 歳 昭和 39 年（1964）４月２日～昭和 40 年（1965）４月１日生まれの人

50 歳 51 歳 昭和 34 年（1959）４月２日～昭和 35 年（1960）４月１日生まれの人

55 歳 56 歳 昭和 29 年（1954）４月２日～昭和 30 年（1955）４月１日生まれの人

60 歳 61 歳 昭和 24 年（1949）４月２日～昭和 25 年（1950）４月１日生まれの人

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

を支払った人については、自己負担金を助成します

のでお問い合わせください（事業所検診、保険診療

などは除く）。

　また、４月 21 日以降に弘前市に転入した対象年齢

の人は、前住所地の市町村よりクーポン券が発行さ

れます。既に前住所地の市町村よりクーポン券が送

付されている人は、弘前市のクーポン券との交換が

必要ですので、お問い合わせください。

▽問い合わせ先・申込先　午前８時半～午後５時 15
分に、健康推進課（野田２丁目、弘前市保健センタ

ー内、☎ 37・3750）へ。

※土・日曜日、祝日を除く。

ご利用はお早めに !!

女性特有のがん検診推進事業

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券

労 

働 

相 

談 

会

　

青
森
県
労
働
委
員
会
で
は
、

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

に
生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
、
無
料
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
　
き　

12
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
労
働
委
員
会

（
青
森
市
新
町
２
丁
目
、
県
庁
北

棟
８
階
）

▽
対
　
象　

県
内
の
労
働
者
お
よ

び
事
業
主

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

青
森

県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
☎
青
森

017
・
734
・
９
８
３
２
）

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
　

　

平
成
22
年
９
月
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る

人
は
、
警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被

疑
者
と
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
で
特
別
手
配
さ
れ
て
い
る
オ

ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
３
人
を

は
じ
め
と
し
て
、
約
１
２
０
０
人

に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
・

強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
や
暴
行
・

傷
害
な
ど
の
粗
暴
事
件
、
窃
盗
事

件
、
詐
欺
・
横
領
な
ど
の
知
能
犯

事
件
な
ど
で
手
配
さ
れ
て
お
り
、

再
び
犯
行
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
に
検
挙
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪

の
被
疑
者
を
選
定
し
、
11
月
中
に

全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
い
、
早
期
検
挙
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向

け
た
各
種
捜
査
活
動
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必

要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ

く
似
て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
い

う
よ
う
な
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
警
察
署

（
☎
32
・
０
１
１
１
）

「
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者

救
済
法
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
無
差
別

大
量
の
殺
傷
行
為
で
被
害
を
受
け

た
不
特
定
多
数
の
人
々
に
対
し
、

国
が
給
付
金
を
支
給
し
て
救
済
を

図
る
た
め
、「
オ
ウ
ム
真
理
教
犯

罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」

（
通
称
「
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被

害
者
救
済
法
」）
が
、
平
成
20
年

12
月
18
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
付
金
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人
は

早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
　
象　

次
の
８
事
件
に
よ
り

障
が
い
お
よ
び
傷
病
を
負
っ
た

人
、
ま
た
は
亡
く
な
っ
た
人
の
遺

族○
弁
護
士
お
よ
び
そ
の
妻
子
の
殺

人
事
件
（
平
成
元
年
11
月
４
日
発

生
）

○
サ
リ
ン
を
使
用
し
た
弁
護
士
の

殺
人
未
遂
事
件
（
平
成
６
年
５
月

９
日
発
生
）

○
松
本
サ
リ
ン
事
件
（
平
成
６
年

６
月
27
日
〜
28
日
発
生
）

○
Ｖ
Ｘ
を
使
用
し
た
殺
人
未
遂
事

件
（
平
成
６
年
12
月
２
日
発
生
）

○
Ｖ
Ｘ
を
使
用
し
た
殺
人
事
件

（
平
成
６
年
12
月
12
日
発
生
）

○
Ｖ
Ｘ
を
使
用
し
た
殺
人
未
遂
事

件
（
平
成
７
年
１
月
４
日
発
生
）

○
公
証
人
役
場
事
務
長
の
逮
捕
監

禁
致
死
事
件
（
平
成
７
年
２
月
28

日
〜
３
月
１
日
発
生
）

○
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
平
成
７

年
３
月
20
日
発
生
）

▽
支
給
額
の
決
定　

１
日
以
上
通

院
し
た
人
か
ら
亡
く
な
っ
た
人
ま

で
、
被
害
に
応
じ
て
支
給
を
決
定

▽
申
請
期
限　

12
月
17
日
（
金
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
警
察
署

総
務
課
（
☎
32
・
０
１
１
１
）
／

青
森
県
警
察
本
部
警
務
部
教
養
課

犯
罪
被
害
者
支
援
室
（
☎
青
森

017
・
723
・
４
２
１
１
）

　「生活習慣病の予防」「禁煙したい」

「健診結果を詳しく知りたい」「健診

受診後の生活について」など、健康

や栄養に関して保健師や栄養士が無

料で相談に応じています。相談は予

約が必要ですので、希望する人は事

前に電話で申し込んでください。

▽ 12 月の相談日　７日（火）の午

前９時～午後２時　

▽ところ　弘前市保健センター（野

田２丁目）

▽予約受付時間　午前８時半～午後

５時（土・日曜日、祝日を除く）

▽問い合わせ・予約先　健康推進課

（弘前市保健センター内、☎ 37・

3750）

健康相談

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
　
　
　
　

　

弘
前
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で

は
、
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
親

子
を
対
象
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
　
き　

12
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

旧
弘
前
偕
行
社
（
御

幸
町
、
弘
前
厚
生
学
院
内
）

▽
内
　
容　

読
み
聞
か
せ
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
音
楽
会
な
ど

▽
対
　
象　

母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
の
親
子
＝
30
組

▽
参
加
料　

１
組
５
０
０
円
（
お

や
つ
・
飲
み
物
代
と
し
て
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

12
月

６
日
ま
で
に
、
電
話
、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
弘
前
市
母
子
寡
婦
福
祉

会
（
引
間
さ
ん
、
☎
携
帯
080
・
１

８
０
８
・
７
９
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

hiro.bosikai@
gm
ail.com

）
へ
。

有 料 広 告 有 料 広 告

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
の
対
象
者
に
、
が
ん
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人

は
、
電
話
で
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
定
員
（
受
診
場
所
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

※
妊
娠
中
の
人
、
乳
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
授
乳
中
お
よ
び
断
乳
直

後
の
人
、
胸
に
傷
が
あ
る
人
、
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
医
療
器
具

を
装
着
し
て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

【
乳
が
ん
検
診
】

○
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診

▽
と
　
き　

12
月
12
日
・
14
日

▽
受
　
付　

12
日
＝
午
前
９
時
〜

10
時
、
14
日
＝
正
午
〜
午
後
１
時

○
医
師
会
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の
受

診▽
と
　
き　

12
月
20
日
〜
22
日

▽
受
　
付　

20
日
＝
午
前
８
時
〜

９
時
と
午
後
１
時
〜
２
時
、21
日
・

22
日
＝
午
前
８
時
〜
９
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

▽
と
　
き　

12
月
20
日
（
月
）

▽
受
　
付　

午
後
１
時
〜
２
時

▽
受
診
場
所　

医
師
会
健
診
セ
ン

タ
ー
（
野
田
２
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先　

午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分
に
、

健
康
推
進
課
（
野
田
２
丁
目
、
弘

前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
37
・

３
７
５
０
）
へ
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
対
象
者
の
検
診
実
施
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

有 料 広 告有 料 広 告

人の
  動き

・人　口　　　 （前月比）
　　 182,205 人 (- 10)
　男 82,956 人 (- 14)
　女 99,249 人 (+ 4)

・世帯数
　　 71,369 世帯 (+ 67)
平成 22年10 月1日現在（推計）

▽
と
こ
ろ　

ま
ち
な
か
情
報
セ
ン

タ
ー
（
土
手
町
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
参
加
方
法　

来
場
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
参
加
の
み
の
人
は
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
。
た
だ
し
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
準
備
の
た
め
、
11
月
27

日
生
ま
れ
の
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
人
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
次
の
必
要
事
項
を
記
入

し
、11
月
22
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

弘
前
城
築
城
400
年
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
フ
ァ
ク
ス
35
・
３
７
６

５
、
Ｅ
メ
ー
ルsiro400@

city.
hirosaki.lg.jp

）
へ
申
し
込
み
を
。

①
件
名
…
【
お
誕
生
会
参
加
希
望

（
11
・
27
生
ま
れ
）】
／
②
住
所
／

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
／
④
生
年

月
日
／
⑤
性
別
／
⑥
学
校
名
・
学

年
／
⑦
電
話
番
号

※
申
し
込
み
は
保
護
者
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
城
築
城

400
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
５
階
、
弘
前
城
築
城
400
年
祭

推
進
室
内
、
☎
40
・
７
０
１
７
）

　

江
戸
時
代
を
通
じ
津
軽
氏
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
、
津
軽
地
方
の

政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ

る
弘
前
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
弘
前
藩
や
津
軽
家

由
来
の
も
の
を
中
心
に
江
戸
時
代

の
絵
画
資
料
を
展
示
紹
介
し
ま

す
。
屏
風
の
よ
う
な
大
画
面
絵
画

を
当
時
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

楽
し
ん
で
き
た
の
か
を
心
ゆ
く
ま

で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

尾
形
光
琳
の「
紅
白
梅
図
屏
風
」

が
津
軽
家
旧
蔵
品
だ
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。こ
の
た
び
、

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
よ
り
レ
プ
リ
カ
が

特
別
出
品
さ
れ
ま
す
。
近
世
屏
風

の
名
品
も
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▽
開
催
期
間　

11
月
27
日
〜
平
成

23
年
１
月
30
日

▽
観
覧
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午

後
４
時
半

▽
観
覧
料　

一
般
＝
２
８
０
円

（
２
１
０
円
）
／
高
校
・
大
学
生

＝
１
４
０
円
（
１
０
０
円
）
／
小
・

中
学
生
＝
80
円
（
40
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
。
65
歳
以
上
の
市
民
、
市
内

の
小
・
中
学
生
や
障
が
い
者
、
外

国
人
留
学
生
は
無
料
。
年
齢
や
住

所
を
証
明
で
き
る
も
の
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

※
年
末
年
始
の
12
月
29
日
〜
平
成

23
年
１
月
３
日
と
１
月
10
日
は
開

館
し
、１
月
11
日
は
休
館
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

▽
と
　
き　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
立
博
物
館
展
示
室

▽
講
　
師　

須
藤
弘
敏
さ
ん
（
弘

前
大
学
人
文
学
部
教
授
）

▽
入
場
料　

無
料
（
観
覧
料
は
必

要
で
す
）

【
併
催
「
津
軽
の
刀
工
展
」】

　

弘
前
藩
お
抱
え
の
刀
工
ら
が
鍛

え
た
郷
土
刀
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
展
示
し
ま
す
。
武
士
の
魂
と
称

さ
れ
る
鉄
の
最
高
芸
術
品
「
日
本

刀
」
の
魅
力
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物
館

（
下
白
銀
町
、
☎
35
・
０
７
０
０
）

弘
前
城
築
城
400
年
祭
記
念
事
業

申し込みメールアドレス
ＱＲコード

　

弘
前
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・

ぴ
ー
ぷ
る
の
協
力
で
、
弘
前
城
築

城
400
年
祭
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
た
か
丸
く
ん
の
お
誕
生
日
会

を
開
催
し
ま
す
。参
加
は
自
由
で
、

11
月
27
日
生
ま
れ
の
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
人
に
は
、
た
か
丸
く
ん

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
誕
生
日
会
の
前
に
、
た

か
丸
く
ん
の
お
面
制
作
体
験
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
と
　
き　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

※
お
面
制
作
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
午
前
10
時
半
〜
。

鵜川常雲　唐獅子図屏風（個人蔵）

～ 11月 27日生まれの
　　　みんな集まれ～

　
　

　
　

　
Happy Birthday!

たか丸くん !

たか丸くん
お誕生日会
たか丸くん
お誕生日会


